
第３０回例会報告（２月１６日）

【 出 席 報 告 】
・会員数 ６１名 ・出席数 ３７名 ・欠席数 ２４名
・当日出席率 ７１．４３％ ・前々回修正出席率 ８５．７１％
＜欠席会員＞天野､青野､原田､檜垣(圭)､檜垣(巧)､飯､川上､前川､宮本､越智(節)､越智(務)､

大澤､酒井､竹田
〔免除会員〕原(真)､原(竜)､近藤(憲)､松本､村上(敬)､中川､佐伯､坂本､白石(天)､高木
＜２／２欠席補填＞(1/30今治北)日浅､村上(裕)清水 (1/31今治南)天野､飯沼

(2/7今治南)佐藤

◇会長報告・２月１２日（日）に国際ホテルで行われましたライオンズクラブ国際協議会３３
６-Ａ地区２Ｒ-２Ｚ今治サーチングライオンズクラブ認証伝達式に出席しました。

職場訪問例会
今治コンピュータ・カレッジ

◇渡邊道信職業奉仕委員長・今日は今治コンピ
ュータ・カレッジの皆様にお世話になります。
先ず、永野校長先生にご挨拶をして頂き、ビデ
オを２０分見て、校内を１０分間見学させて頂
きます。
◇今治コンピュータ・カレッジ校長・永野晃斌
氏／「ようこそいらっしゃいました。こちらは
初めての方が多いのではないでしょうか。当校
の設立経緯は、Ｓ.６２年１０月に情報処理関連
技能養成施設として国へ要望して、６３年２月
に労働省指定内示、５月に承認を受け、８月に
職業訓練法人・東予情報処理技術振興財団を設立した。そして平成元年４月に開校した。H.５
年５月には学生会館が竣工し、その後 H.７年、１２年、１７年と５年おきに国の費用で機器を
全面更新して頂いている。現在約１１０台が稼働中。当校の目的は高度情報社会に即応するた
め、実践的なスペシャリストの養成にある。このような施設は四国ではここだけで、全国には
１３ヵ所ある。学科は「情報処理科」と「情報ビジネス科」の２つがあり、定員は各５０名。
修業年限は２年。授業料は 1 年次７６万円。後期授業料免除の特待生制度もある。教職員は１

１名。建物は国が造り、機器も国が導入
し、運営は第３セクターで。運営費の不
足分は今治市からの補助を頂いている。
課題は１８歳人口の減少等により学生の
確保に大変苦労しています。また、卒業
生の就職についても皆様のご協力を頂け
れば幸いです。」
この後、卒業研究発表会のビデオを２０
分間見て、校内の各教室を案内して頂き
ました。会員にとって、普段の生活では
見ることの少ない分野の勉強になりまし
た。大変お世話になり有難うございまし
た。

＜ゲスト＞今治コンピュータ･カレッジ校長兼事務長・永野晃斌氏、教務主任・真鍋文嘉氏、
講師・笠原紀美子氏

次回例会（２月２３日）

【 ロータリー 創 立 記 念 例 会 】

＜会員誕生日＞ 日浅 正一氏（２／２３）
＜夫人誕生日＞ 平尾浩一郎氏（２／２５）

〔 献立 ： 健寿司 〕
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